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▼
四
月

10
日
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
機

が
入
り
ま
し
た
。
コ
ン
ビ
ニ
と
競

合
す
ぬ
よ
う
当
面
１
枚

50
円 

▼
庭
園
灯
の
基
部
が
腐
食
し
た

た
め
、
２
基
新
し
い
物
を
設
置
。 

吉祥寺東コミュニティセンター ０４２２-２１－４１４１  higasi-c@parkcity.ne.jp 

26
年
度
総
会
報
告  

 
 

 
 

 

四
月

19
日(

土) 
 

三
浦
展
氏
の
講
演
後
の
26
年
度
住

民
総
会
で
、
大
栗
和
憲
氏
を
議
長
に

25
年
度
活
動
報
告
、
決
算
報
告
と

26
年
度
計
画
、
予
算
案
、
運
営
委

員
及
び
監
査
の
小
峰
ヒ
デ
子
・伊
藤

義
則
両
氏
が
原
案
通
り
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
新
運

営
委
員
に
、
浜
岡
哲
・駒
井
和
子
・深
田
貴
美
子

の
三
氏
。
協
力
員
小
林
球
子
・高
木
宣
子
さ
ん
。 

総
会
後
の
臨
時
運
営
委
員
会
で
互
選
の
結
果
、

代
表
小
林
宏
氏
、
副
代
表
山
口
智
章
・青
木
一

郎
・山
路
千
代
子
・浅
井
信
也
の
４
氏
、
会
計
苧

坂
敬
子
・宮
沢
元
英
両
氏
が
選
任
さ
れ
、
運
営
委

員
総
勢

40
名
で
26
年
度
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
年
間
テ
ー
マ｢

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
」。
九
浦
の
家
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
、
昨
年
同
様
改
善
策
を
提
案
し
ま
す
。 

ト
イ
レ
改
修
の
た
め
の
臨
時
休
館
が
あ
り
ま
す
。 

総
会
資
料
は
、
九
浦
の
家
窓
口
に
あ
り
ま
す
。  

 
 

  

ア
ジ
ア
を
知
れ
う
台
湾
編
５ 

五
月
10
日 

 

お
話 

酒
井
充
子

あ

つ

こ

さ
ん 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画 

 
 
 
 

劇
映
画
制
作｢

台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」 

 

「 

台
湾
に
残
る
日
本
の
記
憶
～
日
本
語
世
代 

か
ら
学
ん
だ
こ
と
」 

 
 

 台
湾
で
葵
明
亮
監
督
の｢

愛
情
万
歳｣

を
見
た
の
が

き
っ
か
け
で1998

年
か
ら
台
湾
に
興
味
を
持
つ
。

ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
台
湾
を
伝
え
た
い
。 

 
1994

年
の
候
孝
賢 

｢

悲
情
城
市
」に
は
台
湾
の

日
本
統
治
の
終
わ
り
の
混
乱
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 
1998

年
統
治
時
代
の
鉱
山
の
町
九
份
の
バ
ス
停

で
、
流
暢
な
日
本
語
で
話
し
か
け
日
本
の
先
生
に

会
い
た
い
と
い
う
老
人
と
あ
っ
た
。
映
像
に
撮
っ
て
お

き
た
い
と
、2002

年
に
は
本
格
的
に
台
湾
に
通
い
始

め
る
。
日
本
語
で
聞
き
、
何
人
か
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

で
撮
る
。2007

年
文
化
庁
か
ら
助
成
を
受
け
、
日

本
統
治
時
代
を
振
り
返
っ
て
５
人
の
台
湾
の
方
に

聞
き
と
っ
た
映
画
を
つ
く
っ
た
。 

 

身
に
付
け
た
日
本
人
と
し
て
の
作
法
、
皇
民
化

教
育
。
し
か
し
感
じ
取
る
日
本
人
と
台
湾
人
の
区

別
。
戦
後
軍
人
恩
給
も
な
い
。
戦
闘
機
を
つ
く
る

た
め8400

人
も
の
台
湾
人
が
日
本
に
連
れ
て
こ
ら

れ
、
中
島
・三
菱
・名
古
屋
な
ど
で
働
い
た
。
帰
国

後
そ
れ
が
役
立
っ
て
成
功
し
た
…
な
ど
。 

 

日
本
が
去
っ
た
後
の
台
湾
は
ど
う
な
っ
た
か
。
台

湾
か
ら
日
本
に
引
き
揚
げ
た
（湾
生
人
も
含
む
）

者
約

45
万
。
日
本
に
い
た
台
湾
人
は
そ
の
ま
ま
日

本
に
残
っ
た
。1949

年
か
ら

38
年
間
戒
厳
令
が

敷
か
れ
る
。1987

年
戒
厳
令
が
解
か
れ
、
李
登
輝

の
時
代
へ。
戦
後
の
台
湾
を
描
い
た｢

台
湾
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
ー｣

。
遺
稿
を
収
集
し
て
台
湾
と
日
本

の
つ
な
が
り
を
探
り
映
画
化
し
た｢

台
湾
人
生｣

。 

 

こ
の
日
参
加
者

50
名
。

希
望
も
あ
っ
た
た
め
、
初

秋
に
映
画
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
吉
祥
寺
図
書

館
の
集
会
室
を
交
渉
し

ま
し
た
が
、
叶
わ
ず
九
浦

の
家
で
上
映
。 

   

つ
ど
い
へ
ど
う
ぞ 

 
 

 

四
月

24
日 

「
東
町
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」 

 

三
月
末
の
「東
町
街
並
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」の
時
の
写

真
を
手
が
か
り
に
、
郷
土
史
家
宮
崎
勇
さ
ん
か
ら

聞
い
た
吉
祥
寺
東
町
の
成
り
立
ち
と
、
文
化
人
達

の
住
ま
い
や
交
流
な
ど
に
つ
い
て
、
運
営
委
員
の
原

の
報
告
。
東
町
は
建
築
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
記
憶
が
急
速

に
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
。 

 

五
月

22
日
「自
転
車
の
ル
ー
ル
を
学
ぼ
う
」 

 

市
と
武
蔵
野
警
察
交
通
総
務
課
の
出
前
講
座
。

ホ
ー
ル
満
員
に
。 

 
 六

月

27
日
「武
蔵
野
の
女
性
史
に
つ
い
て
」 

 

地
味
だ
け
ど
内
容
が
素
晴
ら
し
い
。
先
月
号
の

加
藤
久
祚
氏
夫
人
が
聞
書
き
篇
に
出
て
き
ま
す
。 

      

▼
陶
器
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
を
閉
鎖
し
ま
す
。

愛
好
者
も
多
く
、
品
物
の
回
転
も
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
窃
盗
犯
が
盗
品
を
こ
こ
に
捨
て
、
警
察
の

事
情
聴
取
が
あ
っ
た
り
、
外
置
き
屋
根
な
し
の
た

め
、
風
雨
で
綺
麗
な
状
態
を
保
て
な
い
こ
と
、
除

外
品
の
土
鍋
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
製
品
を
置
く
人
が

後
を
絶
た
ず
ゴ
ミ
置
き
場
化
し
た
た
め
、
暫
く
休

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
。 

▼
総
会
後
一
か
月
間
、
む
さ
し
の
男
女
共
同
参
画

市
民
協
議
会
作
成
の
、
武
蔵
野
女
性
史
パ
ネ
ル

｢

武
蔵
野
の
女
性
の
教
育
と
労
働｣

12
枚
を
展

示
。
関
心
を
呼
び
ま
し
た
。
武
蔵
野
の
女
性
は
粘
り

強
く
向
学
心
に
燃
え
、
強
か
っ
た
。 

▼
健
康
体
操

33
名
満
席
で
ス
タ
ー
ト
。 

▼
コ
ミ
セ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
来
館
者

446
名
。 

▼
ホ
ー
ル
の
映
写
・投
影
ス
ク
リ
ー
ン
を
、
横
長
ワ

イ
ド
の
も
の
に
替
え
ま
し
た
。 

▼
五
月

25
日
フ
リ
マ
、
い
つ
も
よ
り
尐
な
め
で
し
た

が
、
天
気
も
持
ち
、
無
事
終
了
。 

▼
入
門
囲
碁
教
室
の
復
習
用
自
主
グ
ル
ー
プ
が
、

つ
い
に｢

入
門
囲
碁
講
座
」を
結
成
し
ま
し
た
。 

▼
五
月

27
日
第
４
回
吉
祥
寺
東
落
語
会
で
春
風

亭
朝
也
さ
ん
が｢

元
犬
」と
「唖
の
釣
り
」。 

▼
七
月
１
日
か
ら
一
週
間
今
年
も
七
夕
飾
り
の

竹
を
用
意
し
、
皆
さ
ん
に
願
い
を
描
い
て
つ
る
し
て

も
ら
い
ま
す
。 

▼
今
年
の
盆
踊
り
の
九
浦
の
家
の
担
当
は
、
金
券

売
り
場
と
缶
ビ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。 

▼
高
校
生
の
こ
ろ
か
ら
窓
口
担
当
だ
っ
た
藤
井
友

海
さ
ん
、
周
司
智
広
さ
ん
就
活
で
退
任
。
代
り
に

松
尾
峻
君
が
入
り
ま
す
。 

 

 

 



街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 
水
槽
本
体
が
予
定
の
位
置
ま
で
沈
下
。
そ

の
後
は
地
上
部
の
諸
機
械
室
や
下
水
本
管

か
ら
の
取
り
込
み
管
を
敷
設
、
本
体
上
部
を

埋
め
戻
し
て
公
園
整
備
に
か
か
り
ま
す
。 

 
四
月
か
ら
の
地
面
の
引
き
込
ま
れ
は
鋼
矢

板
の
打
込
み
と
ロ
ー
ラ
ー
ガ
イ
ド
に
よ
る
支

保
で
水
平
方
向
は
１
㍉
内
に
収
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
沈
下
は
一
部
に
２
㍉
の
記
録
も
あ

り
、
近
接
住
民
の
不
安
は
解
消
さ
れ
ま
す

ん
。
工
事
連
絡
会
は
、
工
事
開
始
前
に
か
わ

し
た
工
事
協
定
書
に
、
一
年
で
な
く
も
っ
と

後
ま
で
の
不
具
合
時
への
対
応
を
保
障
す
る

文
言
の
追
記
を
求
め
交
渉
中
で
す
。 

 

市
は
25
年
度
末
工
事
完
了
予
定
の
遅

延
、
土
・日
・休
日
の
工
事
や
工
事
時
間
の

延
長
等
の
迷
惑
に
つ
き
、
お
詫
び
と
十
月
末

の
工
事
完
了
予
定
を
近
隣
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ

し
ま
し
た
。 

 

上
部
の
公
園
名
は
「吉
祥
寺
東
町
ふ
れ
あ

い
公
園
」に
決
定
。2490

㎡
東
部
地
域
で
最

大
の
公
園
で
す
。
法
政
プ
ー
ル
跡
地
は
「東
町

一
丁
目
そ
よ
風
緑
地
」と
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

基
本
プ
ラ
ン
は
合
意
済
み
で
す
が
、
近
隣

か
ら
、
美
大
通
り
の
出
入
り
口
は
、
こ
の
通

り
の
西
側
に
は
歩
道
が
な
く
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

設
置
も
無
理
。
車
が
女
子
大
通
り
信
号
を

見
て
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
が
ち
な
位
置
に
あ

り
、
危
険
な
た
め
見
直
す
よ
う
意
見
書
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

四
月

12
日
開
園
し
た
本
田
東
公
園
（旧

ポ
ン
プ
場
公
園
）は
ネ
ッ
ト
で
囲
ん
だ
ボ
ー
ル

遊
び
用
コ
ー
ト
付
き
で
、2439

㎡
。 

外
環
道
路
問
題
こ
れ
か
ら
本
番 

 

四
月

17
日
の
第

18
回
「武
蔵
野
市
に
お

け
る
地
上
部
街
路
に
関
す
る
話
合
い
の
会
」

で
、
練
馬
で
道
路
幅
の
異
な
る
３
案
が
示
さ

れ
、
後
日
「練
馬
の
地
上
部
は
22
ｍ
幅
に
す

る
」と
の
都
の
発
表
が
あ
っ
た
旨
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。
。
武
蔵
野
市
は
武
蔵
野
市
で
考
え
て
い

い
と
い
い
ま
す
が
予
断
が
許
さ
れ
ま
す
ん
。 

 

こ
の
話
し
合
い
の
会
で
、
先
送
り
に
な
っ
て

い
た
浜
本
構
成
員
の
主
張
に
対
す
る
他
の

構
成
員
の
意
見
表
明
が
あ
り
、
本
線
と
地

上
部
は
一
体
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
賛
同

と
、
そ
れ
と
は
違
う
が
地
上
部
計
画
に
は

反
対
の
意
見
が
あ
り
、
市
民
構
成
員
全
て
が

地
上
部
街
路
反
対
の
表
明
を
し
ま
し
た
。
次

回
八
月

21
日
か
ら
、
都
の
言
う
地
上
部
道

路
の
「必
要
性
」の
議
論
に
入
る
予
定
。 

 

三
月

28
日
、
外
環
本
線
の
大
深
度
に
よ

る
都
市
計
画
事
業
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

四
月

24
日
に
、
本
宿
小
体
育
館
で
あ
っ
た

説
明
会
は
、
知
ら
な
か
っ
た
人
や
理
解
で
き

な
か
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
の
で
、
市
を
通
し

て
国
へ
市
民
へ
の
説
明
会
を
強
く
要
望
し
た

結
果
、｢

外
環
の
都
市
計
画
事
業
の
承
認
・

認
可
に
係
る
事
業
者
か
ら
の
説
明
の
会
」が

七
月

15
日

19
時
か
ら
单
町
コ
ミ
セ
ン
で
、

武
蔵
野
市
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
。
外
環
計

画
地
周
辺
幅

120

m
内
の
家
屋
に
対
し

て
、
家
屋
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

東
部
防
災
会
総
会 

 

正
し
い
知
識
で
適
切
に
備
え
よ 

  

五
月

17
日
、
む
さ
し
の
東
部
防
災
会
の

総
会
が
本
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
梶
秀
樹
筑
波
大
名
誉

教
授
の
講
演
「大
規
模
地
震
に
備
え
る
」

で
、
①
地
震
は
数
年
以
内
に
必
ず
来
る
と

覚
悟
す
る
。
そ
の
根
拠
を
知
る
。 

②
発
生
し
た
ら
、
こ
こ
で
ど
の
よ
う
な
現
象

が
起
こ
る
か
、
正
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
。

発
災
直
後
は
情
報
は
入
っ
て
こ
な
い
。 

③
想
定
被
害
に
武
蔵
野
市
が
ど
の
よ
う
に

備
え
て
い
る
か
、
何
は
し
て
く
れ
な
い
か
知
っ

て
お
く
。
個
人
と
し
て
は
家
具
固
定
・耐
震

化
・出
火
防
止
に
適
切
に
そ
な
え
る
。 

④
そ
の
上
で
共
助
体
制
（自
主
防
災
や
避
難

所
運
営
な
ど
）の
役
割
を
分
担
す
る
。 

 

市
の
第
五
期
長
期
計
画
調
整
計
画
策
定
委

員
会
の
討
議
の
参
考
に
す
る
た
め
十
名
の

公
募
市
民
に
よ
る
市
民
会
議
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
吉
祥
寺
東
町
の
川
原
秀
子
・樋
口

稔
・吉
田
眞
實
の
三
氏
が
公
募
委
員
と
し
て

参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

エ
リ
ア
の
学
校
の
先
生
方
の
異
動 

 

三
中 

保
健
体
育
の
屋
部
雅
朊
先
生
ご
退

職
。
技
術
の
米
山
純
雄
、
国
語
の
滝
沢
祐

一
、
数
学
の
田
中
健
児
、
大
瀧
甲
栄
、
外
国

語
の
松
尾
由
木
、
瓜
生
修
仁
の
諸
先
生
が

転
出
さ
れ
、
か
わ
っ
て
保
健
体
育
品
川
高

浩
、
国
語
の
丸
山
和
博
、
数
学
の
末
富
俊

樹
（御
蔵
島
か
ら
）、
近
藤
史(

新
規)

、
技
術

の
遠
山
謙
蔵
（新
規
）の
諸
先
生
ご
赴
任
。 

本
宿
小 

押
本
純
樹
副
校
長
が
東
村
山
第

二
小
へ
ご
転
出
。
北
野
美
奈
子
先
生
ご
退

職
。
坂
井
由
利
子
副
校
長
ご
赴
任
。
育
休

代
替
教
員
と
し
て
薊
裕
也
先
生
。 

第
四
小 
落
合
大
輔
、
宮
本
卓
哉
、
田
中

百
恵
、
上
津
原
尚
美
の
諸
先
生
ご
転
出
。

土
肥
明
美
先
生
ご
退
職
。
秋
間
正
明
、
藤

村
由
佳
、
寺
石
麻
佑
、
渡
邉
悟
司
の
諸
先

生
方
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。 

二
月
１
日
オ
ー
プ
ン
で
す
。 

◎
教
会
北
西
向
か
い
に
た
く
ち
ゃ

ん
総
合
治
療
院
五
月

20
日
開
院 

◎
五
月

25
日
本
宿
小
運
動
会
は

大
晴
天
。
散
水
で
埃
を
沈
め
な
が

ら
の
熱
戦
で
し
た
。
色
と
り
ど
り

の
ミ
ッ
キ
ー
手
袋
のLeT

’s show
 T

im
e

は
、１

年
生
と
２
年
生
の
成
長
を
示
し
て
余
り
あ
り
ま

す
。後
片
付
け
に
、手
が
空
い
て
い
る
人
は
本
部
へ

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
と
、上
級
生
が
走
っ
て

き
ま
す
。
保
護
者
の
方
も
の
呼
び
か
け
に
も
大

勢
が
応
じ
ま
し
た
。
地
域
で
も
万
一
の
時
は
こ

の
方
法
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
！ 

◎
五
月

20
日
第
四
小
学
校
公
開
。
24
日
道
徳
授
業

公
開
。
本
宿
小
六
月

13
・
14
日
学
校
公
開
。
14
日

に
は
・地
域
と
合
同
の
突
然
避
難
訓
練
。
発
災
ベ
ル
で

児
童
は
す
ぐ
机
の
下
に
。
来
て
い
た
幼
児
が
さ
っ
と

ホ
ー
ル
の
机
の
下
に
も
ぐ
り
こ
み
ま
し
た
。構
え
が
身
に

つ
い
て
い
る
。
防
災
会
は
備
蓄
倉
庫
を
点
検
。
13
日

に
は
対
丌
審
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
。 

◎
三
中
で
六
月

20
日
「
ケ
ー
タ
イ
安
心
・安
全
講
座
。 

◎
五
月
末
で
閉
館
の
バ
ウ
ス
シ
ア
タ
ー
、六
月
25

日
夕
方
、取
り
外
し
た
映
写
機
器
を
階
段
で
下

し
、車
に
積
み
込
み
中
。い
よ
い
よ
解
体
へ
。 

東
町
事
故
・事
件 

（四
月
～
六
月
末
） 

人
身
事
故 

車×

車
１
、
車×

自
転
車
１
、
車
と

×

バ
イ
ク
１ 

自
転
車×

バ
イ
ク
１
（２
件
女
子

大
通
り
、
１
件
五
日
市
街
道
） 

 
 
 

 
 

 
 

 

◇
五
月
９
日
夜

10
時
駐
在
前
で
停
止
中
の
自

転
車
に
車
が
接
触
。自
転
車
が
倒
れ
頭
に
裂
傷
。 

物
件
事
故 

車×

車

14 

車×

自
転
車
３ 

車

×

物
５ 

バ
イ
ク×

車
２ 

バ
イ
ク×

自
転
車
１ 

◇
四
月

18
日
教
会
前
、
停
車
中
の
車
に
自
転

車
衝
突
。
当
て
逃
げ
で
警
察
が
情
報
を
求
め
看
板
。 

 

東
町
の
事
件 

０
件  

東
町
の
火
災 

  

１
件  

 

学校公開についてきていた幼稚園や保育園児も、
さっとホールのテーブルの下に。親より素早い。 

巣立つ寸前のヒナ。  
巣からあふれそう 



街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 

 
 
 

      

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

◎
五
日
市
街
道
弁
当
屋
に
四
月
末
巣
を
か
け
た

燕
６
月

16
日
に
４
羽
が
巣
立
つ
。
二
丁
目
を
飛

び
交
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
本
町
の
巣
は
営
巣
放

棄
。
17
日
18
日
夕
方
巣
の
近
く
の
電
線
に
５
羽
、。 

◎
四
月

14
日
開
園
し
た
宮
本
小
路
公
園
は
、芝

や
ク
ロ
ー
バ
ー
の
種
を
ま
き
養
生
中
だ
っ
た
広

場
の
ロ
ー
プ
を
六
月

23
日
外
し
ま
し
た
。
竹
林

は
雨
続
き
の
六
月
、
筍
約

30
本
が
グ
ー
ン
と
の

び
ま
し
た
。
一
本
掘
ら
れ
る
。
六
月
末
泰
山
木
の

大
輪
の
花
。
昼
時
に
は
お
弁
当
を
使
う
人
が
多

い
の
が
こ
こ
の
特
色
で
す
。
夕
時
は
ギ
タ
ー
を

弾
く
人
、
唄
う
人
。
本
を
読
む
人
。
犬
の
し
つ
け
教

室
も
あ
り
犬
の
散
歩
仲
間
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。 

◎
四
月
７
日
入
学
式
は
桜
も
残
り
、
温
か
い
日
。

本
宿
小
は
入
学
児
数
が
増
え

66
名
２
ク
ラ
ス

に
。
女
子
が

10
名
多
い
。
六
年
代
表
の
新
入
生

歓
迎
の
言
葉
が
素
晴
ら
し
く
思
わ
ず
会
場
か
ら

拍
手
が
。
第
四
小

77
名
２
ク
ラ
ス
。
三
中
は

94

名
３
ク
ラ
ス
。
100
名
を
割
り
ま
し
た
。 

◎
基
督
教
会
前
の
カ
フ
ェ
藍
六
月
末
日
閉
店
。 

◎
六
月
、
中
川
板
金
隣
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
イ
ロ
」 

◎
ア
コ
レ
向
か
いSOPRA

２
階
に
「
パ
ソ
コ
ン
教
室

オ
ア
シ
ス
」
25
年
九
月
末
か
ら
。 

◎
美
容
室T

aKK

、
海
老
蟹
釣
り
カ
フ
ェ
跡
に
五

月
１
日
オ
ー
プ
ン 

◎
鳥
一
２
階
に
美
容
室
ビ
ー
ド
ロ
四
月

30
日

オ
ー
プ
ン
。
下
北
沢
姉
妹
店
年
中
無
休
。 

 
 

 
 

 
 

 

◎
女
子
大
通
り
後
藤
歯
科
隣
に
美
容
室 d

allah
a   

 

街
づ
く
り
に
関
心
高
い
九
浦
の
家

が
キ
ャ
ッ
チ
し
た
三
浦
展
さ
ん

(

東
町
在
住
）の
近
著
「東
京
は
郊

外
か
ら
消
え
て
行
く
」… 

総
会
の
日
に
聞
き
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 

「こ
れ
か
ら
の
吉
祥
寺
の
街
づ
く
り
」 

 1988

年
か
ら
26
年
間
、
子
育
て
に
良
い
便

利
な
街
と
思
っ
て
吉
祥
寺
に
住
ん
で
来
た
。

何
で
「住
み
た
い
街
NO
１
」な
の
か
の
分
析

が
「吉
祥
寺
ス
タ
イ
ル
」で
し
た
。 

 

最
近
、
吉
祥
寺
の
今
後
を
、
い
さ
さ
か
危

惧
し
て
い
る
。
１
に
尐
子
化
高
齢
化 
２
に

駅
前
の
大
開
発
と
大
型
チ
ェ
ー
ン
店
。
こ
れ

で
い
い
の
か
。 

 

高
齢
化
と
中
高
年
の
独
居
が
増
え
る
中
、

こ
れ
か
ら
は
駅
前
に
人
が
住
み
、
住
宅
街
に

店
や
サ
ー
ビ
ス
が
入
る
な
ど
、
従
来
の
都
市

計
画
と
違
う
工
夫
の
あ
る
街
づ
く
り
が
い
る
。 

 

日
本
の
人
口
は1900

年
の4380

万
以
降

50
年
で4000

万
ず
つ
増
え
現
在12600

万
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の2020

年
以
降
は
年100

万
ず
つ
減
る
。
生
産
年
齢
人
口
（
15
〜

64

歳
）は2000

年
が
ピ
ー
ク
で
以
降
減
り
続

け
、
増
え
る
の
は
前
期
高
齢
者
の
２
倍
い
る

後
期
高
齢
者
。
76
歳
は
高
齢
で
な
い
？ 

 

若
い
人
が
減
っ
て
は
い
る
が
東
京
は
30
代

が
ま
だ
い
る
。
で
も2040

年
に
は
完
全
に
ア

イ
ス
の
コ
ー
ン
状
で
高
齢
が
多
い
。  

 

東
京

23
区
の
人
口
は
30
年
間
で
60
万

増
え
た
が
、
30
万
は
外
国
人
（半
分
は
中

国
）で
、
そ
れ
で
活
力
が
保
た
れ
て
い
る
面

も
あ
る
。
居
酒
屋
で
も
コ
ン
ビ
ニ
で
も
若
い
外

国
人
が
働
い
て
い
る
。
今
後

50
歳
以
上
人

口
は
減
ら
ず
、
独
居
老
女
が
増
え
る
が
、

ニ
ー
ズ
は
若
い
人
に
支
え
て
も
ら
わ
ざ
る
を

え
な
い
。
そ
の
30
代
も2030

年
に
は

60

歳
。
生
産
年
齢
人
口
に
対
す
る
高
齢
人
口

（従
属
人
口
比
率
）が
高
い
の
は
負
担
で
、
経

済
成
長
が
鈍
り
地
価
が
下
が
る
。 

 

東
京
の
地
価
下
落
は
、
杉
並 

足
立 

武
蔵

野 

葛
飾 

三
鷹
の
順
。
マ
ン
シ
ョ
ン
率
が
低
い

杉
並
は
若
い
子
連
れ
が
増
え
て
い
な
い
。
こ

れ
で
は
経
済
成
長
し
難
く
消
費
に
回
ら
な

い
。
武
蔵
野
市
内
も
同
じ
でG

D
P

が
減
る
。

こ
ん
な
こ
と
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
。 

 

市
が
財
政
破
綻
し
な
い
よ
う
、
若
い
人
に
住

ん
で
、
働
い
て
税
を
払
い
、
子
を
産
み
育
て
て

も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
住
み
た
く
て
も
住
ま

な
い
、
住
め
な
い
の
で
は
駄
目
な
の
だ
。
今
ま
で

ネ
ッ
ク
だ
っ
た
家
賃
が
下
が
っ
て
来
た
（新
し

い
マ
ン
シ
ョ
ン
は
別
）。
子
育
て
期
を
戸
建
て
の

空
き
室
に
住
ま
す
て
く
れ
な
い
か
。 

 

65
過
ぎ
で
も
、
女
性
も
、
働
け
る
な
ら

働
い
て
税
負
担
し
て
も
ら
う
。
働
か
ざ
る
を

得
な
い
時
代
だ
。
子
育
て
期
の
女
性
が
働

く
。
出
来
れ
ば
武
蔵
野
市
内
で
働
け
れ
ば

よ
い
。 

吉
祥
寺
は
働
く
場
所
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
吉

祥
寺
の
魅
力
は
住
み
な
が
ら
働
け
る
こ
と
。

し
か
し
大
型
店
は
増
や
し
て
も
来
外
者
相

手
だ
。
若
い
住
民
が
増
え
な
い
と
高
齢
者
を

支
え
ら
れ
な
い
。
若
い
住
民
、
外
国
人
住
民

を
増
や
さ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

住
宅
地
に
も
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新

し
い
要
素
が
要
る
が
、
対
策
の
一
つ
が
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
考
え
て
い
る
。
東
京
に
は
今

1200

棟
あ
り1800

人
が
住
む
。
七
年
間
で

十
倍
に
増
え
た
。
四
年
前
は
金
の
な
い
人
の

住
居
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、
今
は
大
変
き
れ

い
な
物
か
＊
古
く
て
立
派
な
家
を
改
造
し
た

物
件
が
ふ
え
、
こ
う
し
た
も
の
を
好
む
若
者

が
多
い
。
こ
の
東
町
に
も
リ
ベ
ス
ト
の
シ
ェ
ア

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
「多
世
代
共
住
住
宅
」が
出

来
た
。
個
性
的
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
、

楽
し
い
、
防
犯
・防
災
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を

30
代
の
女
性
が
感
じ
取
っ
た
。
高
齢
社
会

は
こ
の
４
メ
リ
ッ
ト
が
欲
し
い
人
々
が
い
る
。

住
ま
な
い
ま
で
も
食
事
は
集
る
な
ど
事
実

上
シ
ェ
ア
す
る
人
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
で
き
た
。 

 

吉
祥
寺
は
こ
れ
か
ら
空
家
が
増
え
、
ア

パ
ー
ト
需
要
も
減
る
。
土
地
を
さ
ら
に
分

譲
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
オ
フ
ィ
ス
、
カ

フ
ェ
、
託
児
所
、
庭
や
農
園
等
、
駅
前
ま
で

い
か
な
く
て
も
需
要
が
満
た
す
る
暮
ら
し
。

地
域
内
に
コ
ム
ビ
ニ
（コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ビ
ン

グ
）を
つ
く
ろ
う
。
コ
ミ
セ
ン
活
動
も
そ
う
だ

が
、
そ
う
い
う
も
の
を
住
宅
地
域
に
増
や
し

て
行
く
必
要
が
あ
る
。
郊
外
住
宅
地
の
問

題
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
武
蔵
野
市
も
そ
う

な
の
だ
。 

 

そ
の
モ
デ
ル
は
… 

 

時
間
の
都
合
で
濃
い
内
容
を
圧
縮
し
て
話
さ

れ
三
浦
講
師
も
不
完
全
燃
焼
気
味
。
私
た
ち

も
も
っ
と
知
り
た
い
。
あ
ら
た
め
て
「ま
ち
企

画
」で
お
話
い
た
だ
く
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。 

 

下
水
道
施
設
建
設
七
月
上
旬

に
は
貯
水
槽
部
分
完
成
。 

 
粘
性
と
と
も
に
保
水
力
も
相
当
な
ロ
ー
ム

層
は
、
掘
り
出
す
土
が
べ
た
べ
た
し
て
バ
ケ
ツ

か
ら
落
ち
難
い
し
、
水
っ
ぽ
さ
が
残
土
受
け

入
れ
側
か
ら
敬
遠
さ
れ
ま
す
。 

 

女
子
大
通
り
の
分
水
人
孔
工
事
は
終

了
。
六
月
３
週
に
は
本
体
７
ロ
ッ
ト
目
下
部

や
貯
留
池
内
部
階
段
が
出
来
上
が
り
、
貯

か
ま
く
ら
が
で
き
た
よ 

下２羽が親。上に寄
り添うヒナ3羽 
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吉祥寺東コミュニティ協議会 
● 武蔵野市吉祥寺東町  

 １－１２－６ 
吉祥寺東コミュニティ  
センター（九浦の家）  

●電話０４２２－２１－４１４１ 

東
町
の
人 

    

大
窪
教
海

き
ょ
う
か
い

さ
ん 

 

先
生
も
生
徒
も
楽
し
く
て
、 

21
年
五
百
回
無
休
の
囲
碁
教
室 

  
 

      

 

吉
祥
寺
東
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
「初
級
囲
碁

教
室
」（毎
月
第
２
／
第
４
木
曜
午
後
）が
、
こ
の

三
月
で
五
百
回
に
な
り
ま
し
た
。
卒
寿
を
迎
え

る
大
窪
教
海
先
生
は
、
長
年
小
・中
学
校
で
教

え
、
校
長
を
務
め
て
退
職
後
、
21
年
前
九
浦
の

運
営
委
員
に
な
る
と
、
志
願
し
て
初
級
囲
碁
教

室
を
始
め
ま
し
た
。
以
来

21
年
間
一
度
も
休

ま
ず
、
毎
回

32
～

34
名
の
老
若
男
女
と
言
い

た
い
け
れ
ど
、
年
配
の
生
徒
さ
ん
た
ち
に
、
囲
碁

の
基
礎
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

初
心
者
向
け
教
室
が
珍
し
か
っ
た
の
に
加
え
、

よ
ほ
ど
居
心
地
が
い
い
ら
し
く
卒
業
す
ず
に
通
い

続
け
る
方
が
多
い
の
で
す
。
聴
講
生
も
高
齢
と

な
り
、
病
気
や
入
院
す
る
方
も
出
て
き
ま
し
た

が
、
病
院
か
ら
宿
題
の
詰
め
碁
や
次
の
一
手
を

郵
送
し
て
来
て
添
削
し
て
貰
う
人
も
い
ま
す
。

採
点
添
削
毎
回

30
名
分
。
こ
れ
が
大
変
。 

 

九
浦
の
家
の
歓
送
迎
会
で
「こ
こ
は
お
酒
を
無

理
強
い
さ
れ
な
い
。
こ
ん
な
に
有
難
い
こ
と
は
な

い
で
す
よ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
酒
が
祟
り
胃

の
手
術
後
医
者
に
酒
を
取
る
か
命
を
取
る
か
と

い
わ
れ
て
辞
め
た
酒
。
丼
に
捨
て
た
り
タ
オ
ル
に

吸
わ
す
た
り
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。
私
た
ち
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
付
き
合
い
方
の
大
事
な
こ
と
の
一
つ

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

穏
や
か
で
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
て
い
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
熱
心
に
挑
戦
さ
れ
る
方
で
、
競
技
カ
ル
タ

も
市
の
大
会
で
優
勝
す
る
腕
前(

さ
す
が
に
近

年
は
、
体
が
つ
い
て
い
か
な
い
）。
俳
句
に
至
っ
て

は
、
毎
年N

H
K

全
国
俳
句
大
会
に
入
選
。
郷
里

山
梨
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
た
句
「故
郷
を
語

り
て
葡
萄
を
配
り
け
り
」が
、
そ
の
年
の
甲
州
ワ

イ
ン
の
ラ
ベ
ル
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
奥
様

と
も
ど
も
短
歌
も
詠
ま
れ
、
私
歌
集
に
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。
長
く
吉
祥
寺
ナ
ー
シ
ン
グ
の
「俳

句
ク
ラ
ブ
」で
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。 

 

教
え
て
や
る
と
い
う
姿
勢
が
微
塵
も
な
く
、
五

百
回
無
休
で
も
気
負
っ
た
り
無
理
し
て
い
る
風

も
な
く
、
い
つ
も
楽
し
げ
な
先
生
は
、
運
営
委
員

仲
間
に
も
地
域
の
方
に
も
敬
意
を
持
っ
て
親
し

ま
れ
、
自
分
の
出
来
る
や
り
た
い
事
を
、
責
任

持
っ
て
続
け
ら
れ
、
「こ
う
い
う
の
い
い
な
あ
」と
い

う
思
い
で
、
後
に
続
く
人
が
で
て
き
ま
す
。 

 

驚
き
は
も
う
一
つ
。
戦
後
高
井
戸
第
二
小
に

赴
任
し
、
校
歌
と
応
援
歌
を
つ
く
り
拍
手
も
教

え
て
以
来
の
習
わ
し
だ
そ
う
で
、
九
浦
の
家
の
お

祝
い
の
会
の
終
わ
り
は
＊
大
窪
先
生
の
「オ
ー
ル

メ
ン 

拍
手
！
」。
ネ
ク
タ
イ
を
鉢
巻
に
、
台
上
で

三
・三
・七
拍
子
の
音
頭
を
と
ら
れ
ま
す
。 

 

大
泉
師
範
在
学
中
に
応
召
、
特
別
幹
部
候
補

生
予
備
士
官
学
校
で
終
戦
と
な
り
、
「新
し
い
教

育
」を
一
カ
月
で
叩
き
こ
ま
れ
て
教
職
に
就
き
、

そ
の
後
法
政
大
学
高
等
師
範
学
校
、
法
政
大
文

学
部
、
同
大
学
院
修
士
課
程
へ。
昼
間
教
員
夜

生
徒
を
七
年
間
。
卒
論
は
「親
鸞
経
」。
小
学
校

５
年
、
中
学
校

25
年
、
内
校
長
教
頭

10
年
。

定
年
後
に
国
学
院
大
久
我
山
高
校
講
師
も
。 

 

四
月

10
日
、
生
徒
さ
ん
た
ち
が
五
百
回
記
念

お
祝
い
と
感
謝
の
会
を
催
し
ま
し
た
。
勿
論
〆

は
「オ
ー
ル
メ
ン
拍
手
！
」 

N
H

K

全
国
大
会
入
選
放
送
さ
れ
た
句
の
ひ
と
つ 

 

日
永
と
は
言
え
ど
祝
辞
の
長
き
事
（2010

年
） 

 

鉄
兜
ほ
し
や
に
わ
か
の
玉
あ
ら
れ
（今
年
の
変

な
天
気
に
、
こ
れ
も
か
つ
て
放
送
さ
れ
た
句
） 

昭
和

24
年
に
24
歳
で
、
教
え
子
の
縁
で
二
丁

目
の
畑
ば
か
り
の
所
に
家
を
建
て
て
今
に
至
る
。 

  

お
婿
さ
ん
は2001

年

12
月
、
八
王
子
の
浅
川

の
河
原
で
新
種
の
古
代
象
ハ
チ
オ
ウ
ジ
ゾ
ウ

(290

〜210

万
年
前
に
生
息)

の
臼
歯
と
1.8 
ｍ
の

牙
２
本
、
大
腿
骨
等
を
発
掘
し
た
相
場
博
明
さ

ん
（九
浦
だ
よ
り
NO

63
東
町
の
人
）。 

九
浦
で
こ
の
象
の
話
を
と
お
ね
が
い
し
な
が
ら
、

ま
だ
実
現
し
て
い
ま
す
ん
。 

  
 

      
 

 
 

 

       

◇
ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
台
湾
七
月
５
日
14
時 

 
 

 

「
緊
迫
す
る
日
本
・
台
湾
・中
国
」 

野
島
剛
氏 

 

◇
第
８
回
外
環
問
題
協
議
会
総
会 

 
 

 

七
月

12
日 

19
時 

单
町
コ
ミ
セ
ン 

 
 

◇｢

外
環
本
線

の
都
市
計
画
事
業
の
承
認
・
認 

 
 

可
に
係
る
事
業
者
か
ら
の
説
明
の
会
」 

 
 

 

七
月

15
日 

19
時 

单
町
コ
ミ
セ
ン 

 

◇

19
回
「
武
蔵
野
市
に
お
け
る
地
上
部
街
路 

 
 

に
関
す
る
話
合
い
の
会
」 

 
 

 
 

 

八
月

21
日

19
時
～ 

武
蔵
野
公
会
堂 

 

◇
七
月
つ
ど
い 

七
月

31
日

14
時
～ 

 

東
町
の
昭
和
史
二
丁
目
西
部 

大
窪
教
海
さ
ん 

 

◇
八
月
つ
ど
い 

八
月

28
日

14
時
～ 

 

東
町
の
住
宅
事
情 

地
元
建
設
会
社 

 

◇
九
浦
の
家
の
虫
探
し 

八
月
１
日

10
時
～ 

 
 

 
 

指
導 

虫
お
じ
さ
ん
小
峰
光
弘
さ
ん 

 

◇
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
魅
せ
ら
れ
て
」  

 
 

 
 

お
話 

加
藤
九
祚
さ
ん 

 
 

 

八
月

16
日 

本
宿
コ
ミ
セ
ン
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 

九
浦
・
本
宿
コ
ミ
・
銀
踁
会
共
同
企
画 

 

◇
本
宿
盆
踊
り 

八
月

23
・
24
両
日 

 

◇
ア
ジ
ア
を
知
ろ
う
台
湾
番
外
篇
映
画
会 

 

「
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」 

九
月

7
日 

予告 

 


